
１人１人が主人公

つ
な
が
る

公益社団法人やどかりの里

photo by MIO KAKIUCHI

理事長　増田一世
TEL : 048-686-0494
FAX : 048-747-7030

公益社団法人やどかりの里

https://www.yadokarinosato.org/

働

く

暮

ら

す

楽

し

む

憩

う



  ごくあたりまえの生活を求めて

　やどかりの里は「ごくあたりまえの生活の実現」を目指

して，1970 年から精神障害のある人と共に活動を進めてき

ました．活動開始から 20 年間は公的補助金がなく，財政

的な危機を抱えていました．1990 年に精神保健法（現在の

精神保健福祉法）に基づく精神障害者社会復帰施設を開設

し，現在ではさいたま市内に障害のある人の働く場 6か所，

グループホーム，地域活動支援センターと生活支援センター

各 3か所を運営しています．現在では約 350 人のメンバー

（障害のある人）が，地域生活を送っています．

　「１人１人が主人公」という活動理念のもと，互いの意見

や考え方を尊重し，学習を大切にし，話し合いに基づく創

造的な活動を展開しています．障害や病気があっても「生

きていてよかった」と実感できる地域づくりを目指し活動

しています．

大宮市七里（現さいたま市見沼区風渡野）で精
神病院退院者の中間宿舎の活動を開始，その後
中間宿舎は廃止．仲間づくりを大切にし，社会
への啓発活動を進める．（以降，1989 年までは
公的補助金がない中で事業を行う）

社団法人の認可

「保健文化賞」を受賞

精神障害者社会復帰施設を開設，以降 さいたま
市内に働く場，グループホーム，生活支援セン
ター等を開設

「キワニス社会公益賞」を受賞

世界心理社会的リハビリテーション学会によっ
て「ベスト・プラクティス」に選定

公益社団法人に移行，すべての事業所が障害者
自立支援法に基づく事業に移行

第 42 回毎日社会福祉顕彰を受賞
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  やどかりの里の歩み



…
” ”

…
” ”

…
” ”

FC
Stars&Dreamers

  

” ”

…
” ”

 
10

11
 

12

13



やどかりの里と出会って人生が変わっ

た人，笑顔が戻った人，自分らしさを

取り戻した人，生き生きと生活できて

いる仲間が１人でも増えていくこと

が，やどかりの里が目指してきたもの

です．これからも地域住民の支えも力

にさらに発展させていきましょう．　

　　　　 　　　　（理事　土橋　敏孝）

親の願いは，親亡き後のメンバーへのサ

ポートの充実です．また，入院中には見

舞いや手紙などで，やどかりの里とつな

がっていることを実感できたり，メンバー

がやどかりの里の法人会員になってよ

かったと実感できるやどかりの里にした

いですね． 　　　   （浜砂会　沼田　光子）

私はやどかりの里での活動を通じて多

くの仲間に出会い，たくさんのことを

学びました．日々，仲間と支え合いな

がら楽しく仕事をしています．１人で

も多くの人が自分らしく生きていけ

る，そんなやどかりの里を作っていき

たいです．   

　　　（ピアサポーター　加藤　康士）

高度成長期に金とモノが幸せの基準に

なってから，人情は紙風船．

しかし，やどかりの里は，「かけがえのな

いもの」のつながりが幸せの基準．その

灯を次の世代に手渡し，１人になっても

幸せになれる地域を創造することを望み

ます．微力ながら協力していきます．

　　　　　　  （おやじの会　天笠　明憲）

風通しよく話し合い，「１人１人が主

人公」を大切にするやどかりの里．誰

もが安心して暮らせるように，この国

に生まれてよかったと思える未来を描

きながら活動したい．そして，近所の

人たちには「あってよかった」と思っ

てもらえるような，「やどかりさん」

でいて欲しいな．   （職員　永瀬恵美子）

メンバーのプラスな部分を大切にする視

点をもち，生きづらさを補っていける環

境を整えていきたい．そのためにやどか

りの里が地域で展開していく活動を模索

しつつ，地域資源とのつながりや住民と

の自然な連携のため，地域と支え合える

関係になりたい．　　（職員　常盤　英佑）

やどかりの里が目指すこと

公益社団法人やどかりの里は約 290人の会員によって支えられています．
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